二 度 の 聖 魔 和 合
Ｔ．Ｙ．生

聖魔和合の現実

聖魔の争いが終わり、和合の時代が始まり、幾年の時が流れた。だが、永年の争いを経た二つの種族の共存とは即ち理想と現実との葛藤という新たな困難の段階を意味する。
今なお聖魔の真の共存は成っていない。
大照光「ラファエロココ様、どうなされたのですか」

シヴァマリア「ロココは最近いつもこうなんだ」
私はこのところ、しばしば聖魔塔の最上階からあるものを眺めている。
私の目の先。天蓋瀑布跡、今や次界の最高級住宅地である。
その地はクロススター・金太ボット・大照光・ドン桃太など、聖魔和合の有功者である天使の邸宅で独占された区域なのだが、その中に一軒、悪魔の居住する邸宅がある。それは見るからに悪魔の屋敷というわけではないものの、扇情的な配色、鯱や金龍で飾られた屋根、出入りする黒塗りの高級車はいかにも場違いで悪趣味なオーラを放っており、天使達はこの屋敷を皮肉を込めて「和合閣」と呼ぶのである。
この屋敷の主こそ、聖魔和合後の次界開発ラッシュに手配師から身を起こし次界開拓を操るフィクサーとして一躍名を挙げた、カ魔ンベなのだ。
天使達は何かにつけてこの屋敷を指して陰口を叩くのである。
「あいつは和成紀のスーパーデビルだぜ。あいつに裏で苦しめられた奴らは何人いることだろうな」
「和合の世となっても悪魔は悪魔というわけか」
「そう僻むんじゃねえ、あいつこそが次界開発の立役者だってのはみんな知ってらあ。聖魔和合の顔とはこのことだぜ」
「そうじゃそうじゃ、奴を立てておけば、他の煩わしい悪魔共は奴が操ってくれる、聖魔和合の世の中といってわしらから直接悪魔に関わるのは面倒じゃて、悪魔のことは悪魔に任せておくものじゃ」
その陰口の中には聖魔和合なった今なお悪魔を信頼していない天使の本音が集約されている。それと同時に聖魔和合なった今の聖魔の情勢を的確に言い表してもいる。
聖魔和合なった今もなお、争いごとがなくなったというだけで相変わらず天使と悪魔はお互いを避けていた。だが、聖魔和合後、次界の開発が急速に進み、労働力の不足が問題視されるようになった。ここで悪魔が安価な労働力として注目されることになった。その後、悪魔を安価な労働力として調達することが天使の新興事業家の間では一般的な人材調達手段となり、また悪魔の有力者（先述の通り天使との交流がないため、未だに天魔界以来の強圧的支配体制が存続していた）も自らの支配下にある悪魔の斡旋派遣を事とするようになった。
次界の開発は天使の新興事業家の格好の商業道具だったが、またこうして新たに開発された地域も多くは天使の居住地域となり、そうでない悪魔居住地域であっても、天使と次界開発事業を通じてコネのある悪魔達が優先的に居住するようになった。
それにしても次界開発に乗り出すのはもっぱら天使で、悪魔は上級悪魔であっても自ら次界開発に乗り出さず、自分の支配下の悪魔を駆り出して益を貪ろうと言うのだから、天魔界以来の悪弊を脱していない点において非難は免れない。

こうして次界の開発は下級の悪魔の労働によって支えられ、多くの天使と、一部の上級悪魔がその利益を享受していく、天使風に言えば「悪魔も新しい次界の開発に参加し、いよいよ聖魔の真の和合が実現しつつあり」「聖魔の和合と共に、聖魔とも益々栄えていく」のだった。先述したカ魔ンベなどは、聖魔和合の利益を享受できた悪魔の好例と言えよう。
今、私が「和合閣」をしばしば見つめているのは、そうした歪んだ聖魔和合の象徴をこの屋敷に見ているからに他ならない。悪魔が悪魔を天使相手の商売道具にして暴利を貪る、それが聖魔和合だとでも言うのか…。
大照光「ラファエロココ様、最近お元気ありませんね。みんな新しい次界を作るといって寸暇を惜しんで働いていますよ。和合の父であられるラファエロココ様がお元気でなくては始まりません」

シヴァマリア「ラファエロココはその新しい次界のことで悩んでいるようだな。ことあるごとに本当にこれで良かったのかとこぼしている」

大照光「どういうことです？もう聖魔が争うこともないんですよ。ラファエロココ様の望む世界が来たではありませんか。これからは誰もが幸せに暮らせる次界を作るときですよ」
ラファエロココ「確かに聖魔の争いは終わりましたが、本当に聖魔が共存する世界ができたと言えるでしょうか」

ここにクロススターが割って入る。

クロススター「確かにまだ悪魔さんは悪魔さんだけで暮らしてますの、本当は私達は悪魔さんと仲良くなってませんの」
ラファエロココ「それに、この聖魔塔で働いているのもマリアを別にして皆天使ばかりですし…」

実際のところ、本来の聖魔和合の理想から大きくかけ離れたこうした状況には、聖魔和合の最大の受益者である天使の中にも不満を抱く者がいないはずはなかった。聖魔和合と言いながら実際には天使が悪魔を支配し、利用しているだけではないか─そのような考えは天使が本来持ち合わせているはずの良識をもってすれば当然現れるだろう。

ラファエロココ「こんなことは、昔は考えたこともありませんでしたね…」

かつての私を振り返る。

あの頃、私はひたすら聖魔和合の理念を追っていた。
相手の聖魔を問わず不戦平和の道を説いていた時代。
悪魔からは一顧だにされず、天使からも世界の理を知らぬ度外れた理念だと呆れられていた。だが、それでも理想を追い続けたひたむきさにおいては今の私よりも優れていたことだろう。
私の理想に共感してくれた多くの同志たちよ。特に、長きにわたり私が求めてきた、マリア。長い戦いの後、ようやく私の理想を受け入れてくれたのだろうか。私の求めていたものが手に入ったときだった。
種族を超えた愛が実現した。ならば…
私の理想は全てが実現するもののように感じられた。
これから、マリアと二人で理想の次界を追い求める。それは私が願っていた最大の夢だった。
しかし、それはあくまで、理想への道でしかなかった。
聖魔の戦いの間、マリアを求めることと聖魔和合の理想を求めることは私にとっては等しいことだった─聖魔の和合を求めることは即ち私が求める悪魔であるマリアを求めることであり、マリアを求めることは即ち聖魔の和合を求めることだったから。
しかし、この二つのうち一つが得られた今、はじめてもう一つの理想が、個人の意志を超えた次元にあるとさえ思わせる困難を秘めたものであることに思い至ったのだった。
私には、シヴァマリアと共に理想の世界の実現のために奔走した時代が懐かしくさえ感じられた。しかも、その理念を潰したのが永年の同志たる天使とあっては、慙愧の言葉もない。

　だが、和合の理念からの乖離は悪魔もまた同じであった。

　大照光「それは仕方がありません。悪魔達は悪魔同士の勢力争いに没頭していて次界開発を勢力拡大のための手段としか思っていませんよ」

シヴァマリア「残念だがその通りだ。悪魔属も悪魔属で現状の維持を望んでいる。虐げられている弱い悪魔どもだって、いずれは自分がのし上がろうと虎視眈々だ。天使の出る幕自体なかろう」

聖魔和合以前に天使の観点においていうであろう魔魔和合さえなっていないというのだ。天使と同様に悪魔もまた、変わることを拒んでいる。それは以前述べた、悪魔の次界開発への姿勢にあまりにもよく現れているといえよう。

シヴァマリア「天魔界は弱肉強食の世界だ。お前も知らないわけじゃあるまい。強い悪魔が権力を持っているのは今も昔も同じなだけだ。お前達天使が本当に悪魔と共存したいならまずそいつら強い悪魔と付き合っていけばいい。悪魔の世界を強引に変えようとするならそれこそ天使の傲慢とは思わんか？」
ラファエロココ「そうかも知れません。だからこそ私は、天使から変わっていかなければならないと思うのです」

変わらないのは悪魔も同じ─それはむしろ、現実の重さを表しているのではないか。悪魔との共存を図るにしても、聖魔大戦の時代より存在する派閥のボスのような有力者を相手にするしかないのである。当然に彼ら派閥のボスは自閥の拡張のために利権ばかりを求め、天使たちは交渉の末彼らに利権を与える結果に終わり、それは一般の天使達、そして利権に与れなかった悪魔達の反感を生むこととなる。これは弱肉強食の原理と派閥抗争のはびこる悪魔界の特性を見れば構造的必然と言える。この終わりなきかに見える循環！それを破ることが今私達のすべきことではないのか…。
シヴァマリア「実にお前らしい考えだ。変わっていないのはお前自身も同じということか…私なんて昔は強くなることが悪魔として生きることだと思ってきた。それが今はそうじゃないという考えも浮かんで来るんだ。私だけが変わってきたのか」

　クロススター「そんなことはありませんの。今のままじゃいけないのは私も大照光さんもみんな分かっていますの。悪魔さんも分かってるはずですの」

　シヴァマリア「…どんなもんだか。だが、私達のようなヘッドや聖魔和合の功労者じゃない、普通の悪魔や天使の意識が変わることが肝心だろうな」

　もう私もマリアも、それにクロススターや大照光といった見慣れた天使でさえ一般の次界の住人からは遠く離れた存在になりつつあった。一般の次界の住人の意識が変わった時が本当の聖魔和合の始まりなのかもしれない。

しかし、もう私達にはそれを見守る日が残されていないのだった。二人はFuzzy化し一体のヘッドとなって源層界へと昇ることを求められていた。その時は既に迫っている。

そして時は流れ…

ヘッドロココ「今でもあの時のことを思い出さずにいられないのです」
シヴァマリア「私だってそうだ。だがそこまで過去にこだわりはしないぞ。それにあの聖魔和合なんて仕組まれたようなものじゃないか」

二人は、源層界に昇り、源層の神々の一員となった。そこで、最初の聖魔和合の背景にあった神々の争いの現実を知らされるに及んで深く失望することになったのである。その神々の争いの現実はここではあげつらわないことにしよう。

ヘッドロココ「そうかも知れません。でも、私達は私達の意志で世界を変えようとしたのです。今だからこそあの時のことをもう一度振り返るべきではないでしょうか」
シヴァマリア「そうだな…。だが、今は私達が出るべき時代じゃないだろ。今じゃ私達も甲神域と不干渉の盟約を交わし、源層の神の領域にいるじゃないか」
あれからどれほどの時間が流れたか。曼聖羅との再戦、ダークマターの出現、エズフィトの襲来、大層の統一、再び起こった聖魔の争い、そして聖魔最終戦争…世界は一度滅び、また新たに作られた。
しかし、再び聖魔はあのスーパーデビルの手により争いを起こし、その終結---世に言う新紀元和合---の後も聖魔に深い溝が生まれることとなる。

そんな中、天使優位・悪魔排斥という前代未聞の思想を掲げるゾーン、アレグリアが現れた。真天聖軍を名乗り聖魔和合界の各天使系ゾーンと同盟を結んでいたが、遂に和合の先進地、イリダールにてクーデターを起こしこれを奪取してしまったのだ。天使が聖魔和合の理念そのものに対して公然と挑戦した最初の事件！かつて聖魔和合の金字塔を築いたロココとマリアにとってはどれほどの衝撃であっただろう！
ヘッドロココ「それにしても…結局は聖魔和合の理想を破ってきたのは天使悪魔自身なのですね」
かつて聖魔和合の理想を妨げたのは天使自身であり、悪魔自身であった。それは聖魔和合の背後にあった神々の意志とは関係のないことであろう。そして、今もそれは同じであるのだ！
シヴァマリア「一体聖祝宰ゴドブレスという奴は何を考えてるんだ？この私のことを『聖心による聖魔和合』と称えているじゃないか。ふざけるにも程がある。悪魔ヘッドでも都合のいいときだけ利用するというのか？私達は不干渉の盟約を交したのに、奴等は私達の名前を好き勝手に利用しおって」
ヘッドロココ「ですが、それがあの聖魔和合の現実だったと言えるのかも知れません」
シヴァマリア「新紀元和合の現実もな」
ヘッドロココ「でも、聖魔和合と新紀元和合の理想と現実を理解して、本当の和合のために奔走している天使や悪魔もまだまだ聖魔和合界にはいます」
シヴァマリア「そうだな。彼らに任せるか…私達のやり残したことをな」
真天聖軍の暴走を見守るしかないロココとマリア。しかし、このとき深層の意志も動き始め、世界に時を越えた災厄をもたらし、ついにロココを動かさずにはおかないのである。

